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[緒言] 近年、腫瘍の形に合わせて 3次元的に照射する高

精度放射線治療が急速に普及している。一方で、その治療

計画を検証するには高い空間分解能が求められるため、既

存の電離箱や半導体検出器では技術的に難しい。そこで、

我々はセラミックス板の熱蛍光特性を利用した高空間分

解能の放射線イメージングデバイスの開発を進め、検証デ

バイスとしての利用を検討している。これまでに、主成分

を Al2O3とするセラミックス板が、X線に対してダイナミ

ックレンジや感度、空間分解能に優れていることを明らか

にしたが、1) 線質や線量に対する熱蛍光特性は十分に示

されていない。今回は、X 線と Ne 線に対するグロー曲線

の線量依存性や全 TL量の線量応答性について報告する。 

[方法] X 線と Ne 線照射は、リニアックの 6MV X 線と

HIMACの 400MeV/u Ne線を利用した。線量はいずれも 1

～20Gyとし、TLグロー曲線の測定は昇温速度を 0.13°C/s

とした。 

[結論・考察]  Al2O3に X 線，Ne線をそれぞれ 20Gy照射

したときのグロー曲線を Fig. 1 に示す。X 線では 169°C, 

256°C, 314°C, Ne線では 165°C, 246°C, 314°Cにそれぞれピ

ークが現れた。ピーク温度に大きな差は見られなかったが、ピーク(B), (C)の強度比に差が見られ

た。 次に、ピーク(A)とピーク(B)の線量応答性を Fig. 2 に示す。ピーク(A)の X 線と Ne線に対す

る TL効率はほぼ同一であったが、ピーク(B)では違いが見られた。今回、X 線、Ne線に対して線

量応答性が高く TLスラブ線量計として利用できる可能性を示した。また、線質による TL効率の

違いは、TL特性の LET 依存性を利用した簡易的な LET 算出法に利用できる可能性があるため、

今後、他の粒子線についてもさらなる検討を進めていく。 
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Fig. 1  Glow curves of Al2O3 ceramic slab 
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Fig. 2  TL dose response curves of Al2O3 

ceramic slab 
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